
第２ 【事業の状況】 

  

１ 【事業等のリスク】 

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。 

 なお、重要事象等は存在していません。 

  

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。 

  

(1) 業績の状況 

当第２四半期連結累計期間（４月－９月、以下「当第２四半期」）の概況 

売上高は20,341百万円（前年同期比44.1％減）、営業損失4,077百万円（前年同期は営業利益2,176百万円）、

経常損失4,072百万円（同 経常利益2,144百万円）、四半期純損失2,509百万円（同 四半期純利益1,434百万円）

となりました。 

  

業績変動の主因は、下記の通りです。 

当社グループは、IP（知的財産）を中核とした循環型のビジネスモデルに基づき、IPの育成・事業化を推進し

ていますが、当第２四半期の業績変動は、主として遊技機販売に起因しています。 

  遊技機販売においては、パチンコ遊技機約73,000台（前年同期比36,000台減）、パチスロ遊技機約28,000台

（同33,000台減）の販売となり、総販売台数は前年同期と比較して減少しました。これは、主に当第２四半期に

売上計上した機種数が前年同期と比較して減少したことによるものです。パチンコ遊技機では、前年同期に『CR

ヱヴァンゲリヲン８』をはじめ３機種を計上しましたが、当第２四半期は１機種の計上となりました。パチスロ

遊技機では、前年同期に２機種を計上しましたが、当第２四半期は販売予定であった１機種を下半期のラインア

ップへと変更したため、１機種の計上となりました。 

  

当第２四半期の主なIPの育成・事業化の取り組みは、以下の通りです。 

当社が推進するIPのクロスメディア展開にあたっては、各メディアに精通したパートナー企業や秀でたクリエ

イター・プロデューサーと協業しながら推進しています。 

  キャラクターやストーリーなどのIPの創出には、『月刊ヒーローズ』を中核に取り組んでいます。現在、ヒー

ローズから生み出された作品のうち５作品について、来期以降の劇場公開およびテレビ放送を見据えた映像化に

着手しています。当第２四半期においては、平成26年７月に『ソウルリヴァイヴァー』の米国ハリウッドでの実

写映画化に向けた脚本開発を開始したほか、平成26年９月に『ソードガイ 装刀凱』を原作としたアニメコンテン

ツの開発にも着手しました。 

  ヒーローズ作品以外にも、映像や小説などを起点としたIP開発やクロスメディア展開に多数参画しています。

米国のパートナー企業と共同製作した『アップルシード アルファ』は、北米での映像公開に続き、平成26年10月

に開催された東京国際映画祭でプレミア上映されました。平成27年１月に日本国内での劇場公開を予定していま

す。 

  

IPの収益化を担うマーチャンダイジングの分野では、『ウルトラマン』シリーズにおいて、前期にスタートし

た新テレビシリーズを継続させ、平成26年７月より『ウルトラマンギンガS』の放送を開始しました。また、『ウ

ルトラマン』シリーズをはじめ株式会社円谷プロダクションが有する多くのIPの認知度向上および活性化に向け

て各種施策を推進しました。 
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ソーシャルゲームにおいては、平成26年９月に、オリジナルIPを活用したアプリ『ことこと-ラセツとコトダマ

の国-』をリリースしました。配信開始から３週間で50万ダウンロードを超えるなど、計画を上回るスタートを切

りました。 

  遊技機販売においては、平成26年７月に『パチスロ 戦国BASARA３』、平成26年10月に『CR ayumi hamasaki 

２』などを販売しました。 

  

（注）本文に記載の商品名は各社の商標または登録商標です。 

  
(2) 財政状態の分析 

（資産） 

流動資産は、33,752百万円と前連結会計年度末比33,168百万円の減少となりました。これは主に売上債権の減

少によるものです。 

 有形固定資産は、12,314百万円と前連結会計年度末比209百万円の増加となりました。 

 無形固定資産は、4,390百万円と前連結会計年度末比24百万円の増加となりました。 

 投資その他の資産は、19,951百万円と前連結会計年度末比1,526百万円の減少となりました。これは主に投資有

価証券の減少によるものです。 

 以上の結果、資産の部は70,408百万円と前連結会計年度末比34,460百万円の減少となりました。 

  

（負債） 

流動負債は、11,242百万円と前連結会計年度末比30,487百万円の減少となりました。これは主に仕入債務の減

少及び未払法人税等の減少によるものです。 

 固定負債は、4,151百万円と前連結会計年度末比234百万円の減少となりました。これは主に退職給付に係る負

債の減少によるものです。 

 以上の結果、負債の部は15,394百万円と前連結会計年度末比30,721百万円の減少となりました。 

  

（純資産） 

純資産の部は、55,014百万円と前連結会計年度末比3,738百万円の減少となりました。これは主に利益剰余金の

減少によるものです。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ13,404百万円減少し、16,178百万円となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は、11,111百万円（前年同期は4,554百万円の支出）となりました。これは主に税

金等調整前四半期純損失3,641百万円、仕入債務の減少27,255百万円、売上債権の減少24,190百万円、法人税等の

支払1,805百万円等によるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、1,092百万円（前年同期は1,650百万円の支出）となりました。これは主に無

形固定資産の取得による支出908百万円、有形固定資産の取得による支出828百万円、投資有価証券の売却による

収入827百万円等によるものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、1,200百万円（前年同期は1,387百万円の支出）となりました。これは主に配

当金の支払828百万円、短期借入金の返済による支出310百万円等によるものです。 

  

(4) 研究開発活動 

該当事項はありません。 
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